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「MRSAサーベイランス」

MRSAサーベイランス
A.　MRSA検出サーベイランス
Ⅰ.手順









　　


　　

















Ⅱ.報告書例（MRSA検出サーベイランス）
○○病棟　看護師長

○○様

2009年6月5日

感染管理担当　○○○○

MRSA検出サーベイランス報告

　貴病棟の2008年6月から2009年5月までのMRSA検出サーベイランス結果をご報告します。

　昨年7月のプラスチックエプロン導入後は検出率が低く推移しておりましたが、本年4月
以降、上昇の兆しがあります。接触予防策の実施を再度ご点検ください。

　ご不明な点がありましたら、○○（内線○○）までご連絡ください。
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図　2008年6月～2009年5月の○○病棟におけるMRSA検出率の推移

　（注）MRSA検出率（件/1000患者日）＝1000患者日あたりのMRSA検出件数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝MRSA検出件数÷のべ入院患者日数×1000

Ⅲ.ワークシート例（MRSA検出サーベイランス）
1.分母データワークシート例
　＊毎日○時に入院患者数を記入し毎週あるいは月末に合計する。
	○年○月
	実施場所
	備考

	
	○○病棟
	△△病棟
	◇◇病棟
	▽▽病棟
	

	1日
	
	
	
	
	

	2日
	
	
	
	
	

	3日
	
	
	
	
	

	4日
	
	
	
	
	

	5日
	
	
	
	
	

	6日
	
	
	
	
	

	7日
	
	
	
	
	

	8日
	
	
	
	
	

	9日
	
	
	
	
	

	10日
	
	
	
	
	

	11日
	
	
	
	
	

	12日
	
	
	
	
	

	13日
	
	
	
	
	

	14日
	
	
	
	
	

	15日
	
	
	
	
	

	16日
	
	
	
	
	

	17日
	
	
	
	
	

	18日
	
	
	
	
	

	19日
	
	
	
	
	

	20日
	
	
	
	
	

	21日
	
	
	
	
	

	22日
	
	
	
	
	

	23日
	
	
	
	
	

	24日
	
	
	
	
	

	25日
	
	
	
	
	

	26日
	
	
	
	
	

	27日
	
	
	
	
	

	28日
	
	
	
	
	

	29日
	
	
	
	
	

	30日
	
	
	
	
	

	31日
	
	
	
	
	

	合計（分母）
	
	
	
	
	


2.分子データワークシート例
　＊毎日○時にMRSA検出患者ID（および検出部位）を記入する。

月末に検出件数合計を算出する。
	○年○月
	実施場所：○○病棟
	備考

	1日
	
	

	2日
	
	


	3日
	
	

	4日
	
	

	5日
	
	

	6日
	
	

	7日
	
	

	8日
	
	

	9日
	
	

	10日
	
	

	11日
	
	

	12日
	
	

	13日
	
	

	14日
	
	

	15日
	
	

	16日
	
	

	17日
	
	

	18日
	
	

	19日
	
	

	20日
	
	

	21日
	
	

	22日
	
	

	23日
	
	

	24日
	
	

	25日
	
	

	26日
	
	

	27日
	
	

	28日
	
	

	29日
	
	

	30日
	
	

	31日
	
	

	合計（分子）
	
	


B.　黄色ブドウ球菌薬剤感受性サーベイランス

Ⅰ.手順









　　






　　












Ⅱ.報告書例（黄色ブドウ球菌感受性サーベイランス）
○○病棟　医長

○○様

2009年2月5日

感染管理担当　○○○○

黄色ブドウ球菌感受性サーベイランス報告

　貴病棟の2008年度の黄色ブドウ球菌感受性サーベイランス結果をご報告します。

　MPIPC感受性は、上半期と下半期でほとんど変らないため、検出された黄色ブドウ球菌に占めるMRSA率に変化ありませんが、ABK（★）では感受性が低下しております。

ABKの使用方法についてご再考ください。

　ご不明な点がありましたら、○○（内線○○）までご連絡ください。
[image: image2.emf]図.感受性変化
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図　2008年上半期～2008年下半期の○○病棟における黄色ブドウ球菌感受性率の推移

（注）感受性率（％）

＝期間中に検出された黄色ブドウ球菌あたりの感性S・中間I・耐性R菌件数
　　　＝S・I・R÷黄色ブドウ球菌検出数×100

　　　　　　　　　　　　　
Ⅲ.ワークシート例（黄色ブドウ球菌感受性サーベイランス）
期間　　月　　日～　　月　　日　病棟名　　　　　　　　
	薬剤
	感受性
	検査合計

	MPIPC
	S
	株
	I
	株
	R
	株
	株

	
	
	％
	
	％
	
	％
	100％

	
	S
	株
	I
	株
	R
	株
	株

	
	
	％
	
	％
	
	％
	100％

	
	S
	株
	I
	株
	R
	株
	株

	
	
	％
	
	％
	
	％
	100％

	
	S
	株
	I
	株
	R
	株
	株

	
	
	％
	
	％
	
	％
	100％

	
	S
	株
	I
	株
	R
	株
	株

	
	
	％
	
	％
	
	％
	100％

	
	S
	株
	I
	株
	R
	株
	株

	
	
	％
	
	％
	
	％
	100％

	
	S
	株
	I
	株
	R
	株
	株

	
	
	％
	
	％
	
	％
	100％

	
	S
	株
	I
	株
	R
	株
	株

	
	
	％
	
	％
	
	％
	100％

	
	S
	株
	I
	株
	R
	株
	株

	
	
	％
	
	％
	
	％
	100％

	
	S
	株
	I
	株
	R
	株
	株

	
	
	％
	
	％
	
	％
	100％

	
	S
	株
	I
	株
	R
	株
	株

	
	
	％
	
	％
	
	％
	％


MPIPC＝oxacillin    
 ※薬剤空欄には各施設で使用している薬剤名を記載する。
S＝感性　　　I＝中間　　　R＝耐性　
(S)





4.　実施場所の職員へMRSA検出率を報告する





(I)





(R)





対象外





感性（S）、中間（I）、耐性（R）毎に月初めから月末までの


黄色ブドウ球菌件数として合計（＝分子、1人1件）





いいえ





薬剤感受性試験実施





はい





黄色ブドウ


球菌検出？





2.　分子データを収集する





試験薬剤の種類は、MPIPCに加え、施設で使用頻度の高い系統のものを中心に選択する。





施設全体で検出された黄色ブドウ球菌を月末に合計する（＝分母、1人1株）





選んだ病棟や部門で検出された黄色ブドウ球菌を月末に合計する（＝分母、1人1株）





÷





×1000　（件/1000患者日）





分母データ

















その病棟や部門で検出された黄色ブドウ球菌を月末に合計する（＝分母、1人1株）





はい





はい





複数の病棟や部門？





いいえ





いいえ





一つの病棟や部門？





1.　実施場所を選び分母データを収集するるぶ





選ぶ基準は


「抗菌薬長期使用患者が多い」


「抗菌薬使用量が多い」など





MIC：オキサシリン（MPIPC）で4μg/mＬ以上。


薬剤感受性ディスク：MPIPCで10ｍｍ以下


または、セフォキシチン（CFX）で21ｍｍ以下。








3.　MRSA検出率を計算する





MRSA非検出





(R)件数合計








×100（％、耐性率）





はい





期間中のMRSA検出件数として合計（＝分子、1人1件）





÷











いいえ





監視培養


必要？





2.　分子データを収集する





3.　感受性別の率を計算する





施設全体の毎日の入院（在室）患者数を数え月末に合計（＝分母）





選んだ病棟や部門ごとに毎日の入院（在室）患者数を数え月末に合計（＝分母）





その病棟や部門の毎日の入院(在室)患者数を数え月末に合計（＝分母）





はい





はい





複数の病棟や部門？





いいえ





いいえ





一つの病棟や部門？





1.　実施場所を選び分母データを収集するるぶ





選ぶ基準は


「ハイリスク患者が多い」


「MRSA感染症が発生すると困る」など





通常の診療の範囲・頻度で患者の検体培養を行なう。





定期的に、必要な患者の検体培養を行なう。





積極的監視培養は、リスクのある患者集団（集中治療、熱傷、骨髄/幹細胞移植、癌病棟、MRSA保菌率の高い施設からの転院患者、保菌/感染症患者の同室者、MRSA保菌/感染の既往のある患者、皮膚損傷/排膿患者）やMRSA発生/流行時、対策を講じてもMRSAが減少しない時に有用である。





はい





MRSA検出？





いいえ





分母データ











×100（％、中間率）





÷





分母データ





(I)件数合計














×100（％、感性率）





÷





分母データ





(S)件数合計





4.　実施場所の職員へ感受性別の率を報告する





はい



















































































































































































プラスチックエプロン


導入





分子データ





※分子データを「施設内発生件数＋持込み件数」で計算するとリスクの指標、「施設内発生件数」で計算するとMRSA対策評価の指標になる。





施設内発生患者





持込み患者





いいえ





はい





検体採取は入院後48時間


以内である。


または、持込みと判断できる明確な理由がある。
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